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(57)【要約】
【課題】液晶表示素子の開口率を低下させること無く、
コントラストが良好で、視野角が広い表示を行うことが
できる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】電圧の印加により液晶分子の配向状態を変
化させて光の透過を制御する複数の画素が行及び列方向
に配列させて形成された液晶表示素子１と、前記液晶表
示素子１の複数の画素を順次選択して１つの画像を表示
する１表示期間毎に、映像信号の階調データに基づいて
、互いに異なる輝度で表示させるための第１と第２のデ
ータ信号を生成し、前記表示期間を予め定めた割合で分
割した２つの分割期間の一方に、前記複数の画素それぞ
れに前記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧
を印加し、他方の分割期間に、前記複数の画素それぞれ
に前記第１の第２のデータ信号の他方に対応した電圧を
印加する駆動手段２２とを備える。
【選択図】図１



(2) JP 2010-151994 A 2010.7.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧の印加により液晶分子の配向状態を変化させて光の透過を制御する複数の画素が行
及び列方向に配列させて形成された液晶表示素子と、
　外部から供給される映像信号の階調データに基づいて、互いに異なる輝度で表示させる
ための第１と第２のデータ信号を生成し、前記液晶表示素子の複数の画素それぞれに、前
記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧と、他方に対応した電圧とを交互に印加
する駆動手段と、
を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　駆動手段は、液晶表示素子の複数の画素を順次選択して１つの画像を表示する１表示期
間毎に、前記１表示期間を予め定めた割合で分割した２つの分割期間の一方の分割期間に
、前記複数の画素それぞれに第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧を印加し、他
方の分割期間に、前記複数の画素それぞれに前記第１と第２のデータ信号の他方に対応し
た電圧を印加することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　駆動手段は、映像信号の階調データに対応した輝度に対して、予め定めた比率で高くし
た輝度に対応する第１のデータ信号と、前記映像信号の階調データに対応した輝度に対し
て、予め定めた比率で低くした輝度に対応する第２のデータ信号とを生成し、これらのデ
ータ信号にそれぞれ対応した第１と第２の電圧を、前記複数の画素それぞれに順に印加す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　駆動手段は、液晶表示素子の法線方向の正面輝度に対して、前記法線から傾いた方向の
輝度の変化が予め定めた値の変化率で各画素の透過率を制御する第１のデータ信号と、前
記第１のデータ信号による表示に比べて、前記正面輝度に対する前記法線から傾いた方向
の輝度の変化率が小さい広視野角で各画素の透過率を制御する第２のデータ信号とを生成
し、これらのデータ信号にそれぞれ対応した第１と第２の電圧を、前記液晶表示素子の複
数の画素それぞれに順に印加することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　駆動手段は、１表示期間を実質的に２等分し、液晶表示素子の複数の画素それぞれに、
第１の電圧と第２の電圧とを実質的に同じ時間ずつ印加することを特徴とする請求項１乃
至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　駆動手段は、１表示期間を期間の長さが異なる２つの期間に分割し、液晶表示素子の複
数の画素それぞれに、第１の電圧と第２の電圧とを互いに長さが異なる期間ずつ印加する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置として、コントラストが良好で、視野角が広い表示を行うために、液晶表
示素子の複数の画素をそれぞれ２分割し、前記複数の画素毎に、その２つの分割画素の一
方に、映像信号の階調値に基づいて設定した第１の電圧を印加し、他方の分割画素に、前
記映像信号の階調値に基づいて前記第１の電圧とは異なる値に設定した第２の電圧を印加
するようにしたものがある（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平７－７２５０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかし、液晶表示素子の複数の画素をそれぞれ２分割した従来の液晶表示装置は、前記
液晶表示素子の開口率が低く、表示が暗くなってしまうという問題をもっている。
【０００４】
　この発明は、液晶表示素子の開口率を低下させること無く、コントラストが良好で、視
野角が広い表示を行うことができる液晶表示装置を提供することを目的としたものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の請求項１に記載の液晶表示装置は、
　電圧の印加により液晶分子の配向状態を変化させて光の透過を制御する複数の画素が行
及び列方向に配列させて形成された液晶表示素子と、
　外部から供給される映像信号の階調データに基づいて、互いに異なる輝度で表示させる
ための第１と第２のデータ信号を生成し、前記液晶表示素子の複数の画素それぞれに、前
記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧と、他方に対応した電圧とを交互に印加
する駆動手段と、
を備えることを特徴とする。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記請求項１に記載の液晶表示装置において、前記駆動手段
は、前記液晶表示素子の複数の画素を順次選択して１つの画像を表示する１表示期間毎に
、前記１表示期間を予め定めた割合で分割した２つの分割期間の一方の分割期間に、前記
複数の画素それぞれに前記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧を印加し、他方
の分割期間に、前記複数の画素それぞれに前記第１と第２のデータ信号の他方に対応した
電圧を印加することを特徴とする。
【０００７】
　請求項３に記載の発明は、前記請求項１に記載の液晶表示装置において、前記駆動手段
は、映像信号の階調データに対応した輝度に対して、予め定めた比率で高くした輝度に対
応する第１のデータ信号と、前記映像信号の階調データに対応した輝度に対して、予め定
めた比率で低くした輝度に対応する第２のデータ信号とを生成し、これらのデータ信号に
それぞれ対応した第１と第２の電圧を、前記複数の画素それぞれに順に印加することを特
徴とする。
【０００８】
　請求項４に記載の発明は、前記請求項１に記載の液晶表示装置において、前記駆動手段
は、前記液晶表示素子の法線方向の正面輝度に対して、前記法線から傾いた方向の輝度の
変化が予め定めた値の変化率で各画素の透過率を制御する第１のデータ信号と、前記第１
のデータ信号による表示に比べて、前記正面輝度に対する前記法線から傾いた方向の輝度
の変化率が小さい広視野角で各画素の透過率を制御する第２のデータ信号とを生成し、こ
れらのデータ信号にそれぞれ対応した第１と第２の電圧を、前記液晶表示素子の複数の画
素それぞれに順に印加することを特徴とする。
【０００９】
　請求項５に記載の発明は、前記請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記駆動手段は、１表示期間を実質的に２等分し、前記液晶表示素子の複数の画素そ
れぞれに、第１の電圧と第２の電圧とを実質的に同じ時間ずつ印加することを特徴とする
。
【００１０】
　請求項６に記載の発明は、前記請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記駆動手段は、１表示期間を期間の長さが異なる２つの期間に分割し、前記液晶表
示素子の複数の画素それぞれに、第１の電圧と第２の電圧とを互いに長さが異なる期間ず
つ印加することを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１１】
　この発明の液晶表示装置によれば、液晶表示素子の開口率を低下させること無く、コン
トラストが良好で、視野角が広い表示を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１はこの発明の一実施例を示す液晶表示装置の構成図であり、この液晶表示装置は、
電圧の印加により液晶分子の配向状態を変化させて光の透過を制御する複数の画素２１（
図２参照）が行及び列方向に配列させて形成された液晶表示素子１と、前記液晶表示素子
１の駆動手段２２とを備えている。
【００１３】
　図２は前記液晶表示素子１の一部分の断面図、図３は前記液晶表示素子１の一方の基板
の一部分の平面図である。
【００１４】
　この液晶表示素子１は、予め定めた間隙を設けて対向配置され、周縁部において図示し
ない枠状のシール材を介して互いに接合された観察側（図２において上側）とその反対側
の一対の透明基板２，３と、これらの基板２，３の互いに向き合う内面それぞれに設けら
れ、互いに対向する領域によって前記複数の画素２１を形成する透明電極１３，４と、前
記一対の基板２，３間の間隙の前記シール材で囲まれた領域に封入された液晶層１７と、
前記一対の基板２，３を挟んで配置された観察側とその反対側の一対の偏光板１９，２０
とからなっている。
【００１５】
　なお、この液晶表示素子１は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）５をアクティブ素子とした
アクティブマトリックス液晶表示素子であり、一方の基板、例えば観察側とは反対側の基
板（以下、後側基板という）３の内面に、行及び列方向に配列させて設けられた複数の画
素電極４と、前記複数の画素電極４にそれぞれ対応させて配置され、対応する画素電極４
と接続された複数のＴＦＴ５と、各行のＴＦＴ５にゲート信号を供給するための複数の走
査線１１と、各列のＴＦＴ５にデータ信号を供給するための複数のデータ線１２とが設け
られ、他方の基板、つまり観察側基板２の内面に、前記複数の画素電極４と対向する一枚
膜状の対向電極１３が設けられている。
【００１６】
　なお、前記ＴＦＴ５は、後基板３の内面上に形成されたゲート電極６と、前記後基板３
の内面上の略全域に前記ゲート電極６を覆って設けられた透明なゲート絶縁膜７と、前記
ゲート絶縁膜７の上に前記ゲート電極６と対向させて形成されたｉ型半導体膜８と、前記
ｉ型半導体膜８のチャンネル領域を挟む両側部の上に図示しないｎ型半導体膜を介して形
成されたドレイン電極９及びソース電極１０とからなっている。
【００１７】
　また、前記複数の走査線１１は、前記後基板３の内面上に、各行の画素電極４の一側に
沿わせて形成され、各行のＴＦＴ５のゲート電極６に接続されており、前記複数のデータ
線１２は、前記ゲート絶縁膜７の上に、各列の画素電極４の一側に沿わせて形成され、各
列のＴＦＴ５のドレイン電極９に接続されている。
【００１８】
　そして、前記複数の画素電極４は、前記ゲート絶縁膜７の上に形成されており、これら
の画素電極４の一端部に、その画素電極４と対応するＴＦＴ５のソース電極１０が接続さ
れている。
【００１９】
　一方、前記観察側基板２の内面には、前記複数の画素電極４と対向電極１３とが互いに
対向する領域からなる複数の画素２１にそれぞれ対応させて、赤、緑、青の３色のカラー
フィルタ１４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂが設けられており、前記対向電極１３は、前記カラーフ
ィルタ１４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂの上に形成されている。
【００２０】
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　また、前記液晶表示素子１は、前記一対の基板２，３の内面それぞれに前記電極１３，
４を覆って垂直配向膜１５，１６を形成し、前記一対の基板２，３の間の間隙に、誘電異
方性が負のネマティック液晶からなる液晶層１７を封入した垂直型液晶表示素子であり、
前記液晶層１７の液晶分子１８は、その分子長軸を、前記一対の基板２，３面に対して実
質的に垂直な方向に向けて配向しており、前記複数の画素２１毎に、前記電極４，１３間
への電圧の印加によって、前記画素２１の周縁部から中心部に向かって倒れ込むように倒
伏配向する。
【００２１】
　次に、前記液晶表示素子１の駆動手段２２について説明すると、この駆動手段２２は、
図１のように、前記液晶表示素子１の複数の走査線１１に各画素行毎に順次前記ＴＦＴ５
をオンさせるためのゲート信号を供給する走査駆動回路２３と、前記液晶表示素子１の複
数のデータ線１２にデータ信号を供給するデータ駆動回路２４と、映像信号の階調データ
に基づいて、互いに異なる輝度で表示させるための第１と第２のデータ信号を生成するデ
ータ信号生成部２５と、前記ゲート信号に対応した電圧及び前記第１と第２のデータ信号
に対応した値の電圧を発生する電源部２６と、前記走査駆動回路２３及びデータ駆動回路
２４を制御する制御部２７とからなっている。
【００２２】
　前記映像信号は、表示する画像に対応した同期信号と、複数の画素２１それぞれ対応し
た表示輝度を定義する階調データ（赤、緑、青の３色の階調データ）とを含む信号であり
、図示しない外部回路から前記制御部２７に入力される。
【００２３】
　前記制御部２７は、前記映像信号に基づいて複数の制御信号を生成して前記走査駆動回
路２３とデータ信号生成部２５とに供給し、前記階調データを前記データ信号生成部２５
に供給し、前記走査駆動回路２３とデータ信号生成部２５とを制御する。
【００２４】
　前記データ信号生成部２５は、前記制御部２７から入力された階調データに基づいて、
予め設定された演算式に従った演算により、前記階調データに対応した輝度に対して予め
定めた比率で高くした輝度に対応する第１の階調と、前記映像信号の階調データに対応し
た輝度を予め定めた比率で低くした輝度に対応する第２の階調とを算出し、前記第１の階
調を表わすデータ信号と、前記第２の階調を表わす第２のデータ信号とを生成して、これ
らのデータ信号と、前記同期信号とをデータ駆動回路２４に供給する。
【００２５】
　そして、前記走査駆動回路２３は、前記電源部２６により発生された電圧値のゲート信
号を、前記制御部２７からの制御信号に応じて前記液晶表示素子１の複数の走査線１１に
順次供給する。この実施例では、液晶表示素子１の複数の画素を順次選択して１つの画像
を表示する1表示期間Ｔを２つの期間に分割し、それらの分割期間ごとにゲート信号を前
記複数の走査線に供給し、各行の前記ＴＦＴ５を順次オンさせる。
【００２６】
　一方、前記データ駆動回路２４は、前記１表示期間Ｔが分割されたそれぞれの分割期間
毎に、前記ゲート信号に同期させて、前記第１と第２のデータ信号を、交互に前記液晶表
示素子１の複数のデータ線１２に供給する。。
【００２７】
　すなわち、前記駆動手段２２は、外部回路から供給された映像信号の階調データに基づ
いて、互いに異なる輝度で表示させるための第１と第２のデータ信号を生成し、前記液晶
表示素子１の複数の画素を順次選択して１つの画像を表示する１表示期間毎に、前記１表
示期間を予め定めた割合で分割した２つの分割期間の一方の分割期間に前記複数の画素２
１の電極４，１３間それぞれに前記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧を印加
し、他方の分割期間に、前記複数の画素２１の電極４，１３間それぞれに、前記第１と第
２のデータ信号の他方に対応した電圧を印加する。
【００２８】
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　この実施例において、前記データ信号生成部２５から前記データ駆動回路２４に供給さ
れる第１と第２のデータ信号のうちの第１のデータ信号は、前記制御部２７から前記デー
タ信号生成部２５に入力された階調データに対応した輝度を予め定めた比率で高くした輝
度に対応する信号であり、また、第２のデータ信号は、前記映像信号の階調データに対応
した輝度を予め定めた比率で低くした輝度に対応する信号である。
【００２９】
　したがって、前記駆動手段２２は、前記映像信号の階調データに対応した輝度を予め定
めた比率で高くした輝度に対応する第１のデータ信号と、前記映像信号の階調データに対
応した輝度を予め定めた比率で低くした輝度に対応する第２のデータ信号とを生成し、こ
れらのデータ信号にそれぞれ対応した第１と第２の電圧を、前記複数の画素２１にそれぞ
れ順に印加する。
【００３０】
　すなわち、前記駆動手段２２は、液晶表示素子１の法線方向の正面輝度に対して、前記
法線から傾いた方向の輝度の変化が予め定めた値の変化率が書く画素の透過率を制御する
第１のデータ信号と、前記第１のデータ信号による表示に比べて、前記正面輝度に対する
前記法線から傾いた方向の輝度の変化率が小さい広視野角で各画素の透過率を制御する第
２のデータ信号とを生成し、これらのデータ信号にそれぞれ対応した第１と第２の電圧を
、前記液晶表示素子１の複数の画素２１にそれぞれ順に印加する。
【００３１】
　図４は、前記液晶表示素子１の複数の画素２１を順次選択して１つの画像を表示する１
表示期間Ｔにおける輝度の変化を示しており、図において、ｔ１，ｔ２は前記１表示期間
Ｔを２分割した２つの分割期間である。
【００３２】
　なお、前記液晶表示素子１の駆動周期は例えば６０Ｈｚであり、１表示期間Ｔはそれぞ
れ１６．７ｍsecである。そして、この実施例では、各表示期間Ｔをそれぞれ実質的に２
等分し、複数の画素２１にそれぞれ第１の電圧と第２の電圧とを実質的に同じ時間ずつ印
加するようにしている。
【００３３】
　また、この実施例では、前記表示期間Ｔを実質的に２等分した２つの分割期間ｔ１，ｔ
２のうちの前の分割期間ｔ１に、前記階調データに対応した輝度を予め定めた比率で高く
した輝度に対応する第１のデータ信号に対応した第１の電圧を前記画素２１に印加し、後
の分割期間ｔ２に、前記映像信号の階調データに対応した輝度を予め定めた比率で低くし
た輝度に対応する第１のデータ信号に対応した第１の電圧を前記画素２１に印加している
。
【００３４】
　そのため、複数の画素２１の輝度が、前記２つの分割期間ｔ１，ｔ２のうちの前の分割
期間ｔ１に、前記階調データに対応した電圧をそのまま印加したときの輝度（以下、標準
輝度という）Ｖ０を予め定めた比率で高くした輝度Ｖ１になり、後の分割期間ｔ２に、前
記標準輝度Ｖ０を予め定めた比率で低くした輝度Ｖ２になる。
【００３５】
　一方、前記液晶表示素子１の表示の視野角は、複数の画素２１に印加する各階調毎の電
圧値に対応し、各階調毎の電圧値を高く設定したときは、正面方向（液晶表示素子１の法
線付近の方向）の輝度を高くし、良好なコンラストの表示を観察できる視野角が狭い。ま
た、各階調毎の電圧値を低く設定したときは、正面方向の輝度が低下するが、良好なコン
ラストの表示を観察できる視野角が広い。
【００３６】
　この実施例の液晶表示装置は、垂直配向型の液晶表示素子１を、前記駆動手段２２によ
り、前記液晶表示素子１の複数の画素２１を行毎に選択し、表示期間Ｔ毎に、映像信号の
階調データに基づいて、互いに異なる輝度で表示させるための第１と第２のデータ信号を
生成し、前記表示期間Ｔを予め定めた割合で分割した２つの分割期間ｔ１，ｔ２の一方ｔ
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１に、前記複数の画素２１にそれぞれ前記第１と第２のデータ信号の一方に対応した電圧
を印加し、他方の分割期間ｔ２に、前記複数の画素２１にそれぞれ前記第１の第２のデー
タ信号の他方に対応した電圧を印加することによって駆動するようにしているため、コン
トラストが良好で、視野角が広い表示を行うことができる。
【００３７】
　すなわち、図５は、前記液晶表示装置の視野角－コントラスト特性図であり、この液晶
表示装置においては、表示期間Ｔを分割した２つの分割期間ｔ１，ｔ２の一方ｔ１に、各
階調毎の電圧値を高く設定したときの視野角－コントラスト特性に対応した表示が得られ
、他方の分割期間ｔ２、各階調毎の電圧値を低く設定したときの視野角－コントラスト特
性に対応した表示が得られるため、見かけ上、これらの表示が重畳した、コントラストが
良好で、視野角が広い表示を行うことができる。
【００３８】
　この実施例では、前記駆動手段２２を、前記液晶表示素子１の各行の表示期間Ｔを実質
的に２等分し、前記複数の画素２１にそれぞれ第１の電圧と第２の電圧とを実質的に同じ
時間ずつ印加するように構成しているため、前記前の分割期間ｔ１の表示と後の分割期間
ｔ２の表示とが平均して見える表示を行うことができる。
【００３９】
　そして、前記液晶表示装置は、液晶表示素子１の各行の複数の画素２１の全域によって
前記２つの分割期間ｔ１，ｔ２の表示を行うため、前記液晶表示素子１の開口率を低下さ
せること無く、コントラストが良好で、視野角が広い表示を行うことができる。
【００４０】
　なお、前記駆動手段２２は、前記液晶表示素子１の各行の表示期間Ｔを、その期間の長
さが異なる２つの期間に分割し、前記複数の画素２１それぞれに、第１の電圧と第２の電
圧とを互いに異なる時間ずつ印加するように構成してもよい。
【００４１】
　図６はこの発明の他の実施例における前記液晶表示素子１の１つの画素２１の表示期間
Ｔの輝度の変化を示しており、ここでは、前記液晶表示素子１の各行の表示期間Ｔを、２
：１の割合で異なる長さをもった２つの期間ｔ１１、ｔ１２に分割し、この２つの分割期
間ｔ１１，ｔ１２のうちの前の分割期間ｔ１１に、前記階調データに対応した輝度に対し
て予め定めた比率で高くした輝度に対応する第１のデータ信号に対応した第１の電圧を前
記複数の画素２１に印加し、後の分割期間ｔ２に、前記映像信号の階調データに対応した
輝度に対して予め定めた比率で低くした輝度に対応する第１のデータ信号に対応した第１
の電圧を前記画素２１に印加したときの例を示している。
【００４２】
　この実施例では、前記複数の画素２１の輝度が、前記２つの分割期間ｔ１１，ｔ１２の
うちの前の分割期間ｔ１１に、前記階調データに対応した電圧をそのまま印加したときの
標準輝度Ｖ０を予め定めた比率で高くした輝度Ｖ１になり、後の分割期間ｔ２に、前記標
準輝度Ｖ０を予め定めた比率で低くした輝度Ｖ２になる。
【００４３】
　そのため、この実施例によれば、前記前の分割期間ｔ１１の高輝度で視野角が狭い表示
と、後の分割期間ｔ１２の低輝度で視野角が広い表示とが、そのうちの期間の長い表示（
高輝度で視野角が狭い表示）が、期間の短い表示（低輝度で視野角が広い表示）よりも強
く見える割合で重畳した、コントラストが良好で、視野角が広い表示を行うことができる
。
【００４４】
　なお、前記２つの分割期間ｔ１１，ｔ１２の時間は、上記実施例と逆（ｔ１１＜ｔ１２
）に設定してもよく、その場合は、低輝度で視野角が広い表示が、高輝度で視野角が狭い
表示よりも強く見える割合で重畳した、コントラストが良好で、視野角が広い表示を行う
ことができる。
【００４５】
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　また、上記各実施例では、２つの分割期間ｔ１，ｔ２及びｔ１１，ｔ１２のうちの前の
分割期間ｔ１，ｔ１１に、前記複数の画素２１それぞれに前記第１のデータ信号に対応し
た電圧を印加しているが、前記第１と第２のデータ信号は、上記実施例と逆の順で印加し
てもよい。
【００４６】
　さらに、上記実施例の液晶表示装置は、垂直配向型の液晶表示素子１を備えたものであ
るが、液晶表示素子は、垂直配向型に限らず、液晶分子をツイスト配向させたＴＮ型また
はＳＴＮ型、液晶分子を分子長軸を一方向に揃えて基板面と実質的に平行に配向させた非
ツイストの水平配向型、液晶分子をベンド配向させるベンド配向型のいずれか、あるいは
強誘電性または反強誘電性液晶表示素子でもよい。
【００４７】
　また、液晶表示素子は、一対の基板の内面にそれぞれ複数の画素を形成するための電極
を設けたものに限らず、一対の基板のいずれか一方の内面に、複数の画素を形成するため
の第１の電極と、それよりも液晶層側に前記第１の電極と絶縁して形成された複数の細長
電極部を有する第２の電極とを設け、これらの電極間に横電界（基板面に沿う方向の電界
）を生じさせて液晶分子の配向状態を変化させる横電界制御型のものでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】この発明の一実施例を示す液晶表示装置の構成図。
【図２】液晶表示素子の一部分の断面図。
【図３】前記液晶表示素子の一方の基板の一部分の平面図。
【図４】前記液晶表示素子における１表示期間の輝度の変化を示す図。
【図５】前記液晶表示装置の視野角－コントラスト特性図。
【図６】この発明の他の実施例における液晶表示素子における１表示期間の輝度の変化を
示す図。
【符号の説明】
【００４９】
　１…液晶表示素子、２，３…基板、４…画素電極、５…ＴＦＴ、１１…走査線、１２…
データ線、１３…対向電極、１７…液晶層、１９，２０…偏光板、２２…駆動手段、２３
…走査駆動回路、２４…データ駆動回路、２５…データ信号生成部、２６…電源部、２７
制御部、Ｔ…１表示期間、ｔ１，ｔ２，ｔ１１，ｔ１２…分割期間。
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